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民族国家語とロシア語 1 
─  グローカル化する中央アジアの言語状況 ─ 
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1 .  目的  
 ソ連邦崩壊（1991）から 20 年以上が経過し，中央アジア諸国の言語状況が社会構造的
に変化したことを踏まえ，中央アジアにおけるロシア語の国際性について，民族的階層性，
グローカリゼーション，「ルソフォニー russo p h o n i e（ロシア語圏）」 2という視点から検
討する． 
図 1 中央アジア諸国の位置 
1 本稿は，2 0 1 2 年 3 月 2 4 日に神奈川大学横浜キャンパス（1 7 号館 2 1 5 会議室）で開催さ
れた 2 0 11 年度神奈川大学国際交流事業「シンポジウム・ユーラシアを研究する『日露の
交流と言語教育〜ロシア語の新たなる国際性』」において，同題目で口頭発表したものを修
正・加筆し，論考の形にしたものである．
2 フランス語話者 f r a n c o p h o n e から成る言語共同体を意味する「フランコフォニー
f r a n c o p h o n i e （ フ ラ ンス 語圏 ）」 をヒン トに 筆者 が造 語した 用語 で， ロシ ア語話 者
r u s s o p h o n e から構成される言語共同体を示している．
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2 .  ロシア人を中心とする多民族共生社会の崩壊  








表 1 中央アジア諸国の人口 
国 名 
人 口 
1 9 90 年 比  率 2 0 10 年 比  率 
1  ウズベキスタン 2 0 5 1.5 万人 4 0 . 7％ 2 7 4 4.5 万人 △ 4 5 . 2％ 
2  カザフスタン 1 6 5 3.0 万人 3 2 . 8％ 1 6 0 2.6 万人 ▼ 2 6 . 4％ 
3  タジキスタン 5 3 0 .3 万人 1 0 . 5％ 6 8 7 .9 万人 △ 1 1 . 3％ 
4  キルギス 4 3 9 .5 万人 8 . 7％ 5 3 3 .4 万人 △ 8 . 8％ 
5  トルクメニスタン 3 6 6 .8 万人 7 . 3％ 5 0 4 .2 万人 △ 8 . 3％ 
計 5 , 0 41 .1 万人 1 0 0％ 6 , 0 72 .6 万人 1 0 0％ 
作成：臼山利信（U n i t e d  N a t i o n s , D e p a r t m e n t  o f  E c o n o m i c  a n d  S o c i a l  A f f a i r s の公表資料等に基づく）







3 中央アジアの人口は，1 9 9 0 年から 2 0 1 0 年までの 2 0 年間で 1 0 0 0 万人以上増加している．
その増加の中心は基幹民族である．そのために，ロシア人を含めた少数民族の割合は少な
くなっている．人口増加という点では，ウズベキスタンの増加が著しく，7 0 0 万人以上に
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表 2 中央アジア諸国のロシア人の比率を中心とした民族構成（ 20 0 6） 
 国 名  ロシア人の比率  基幹民族の比率  その他の民族の比率  
1  カザフスタン  3 0 . 0％  5 3 . 4％  1 6 . 6％  
2  キルギス  1 2 . 5％  6 4 . 9％  2 2 . 6％  
3  ウズベキスタン  5 . 5％  8 0 . 0％  1 4 . 5％  
4  トルクメニスタン  4 . 0％  8 5 . 0％  11 . 0％  
5  タジキスタン  1 . 1％  7 9 . 9％  1 9 . 0％  
作成：臼山利信（世界銀行公表資料等に基づく）  
 
表 3 中央アジアにおける法的地位を有する言語 
 国 名 国家語 公用語 
1  カザフスタン カザフ語 ロシア語 
2  キルギス キルギス語 ロシア語 
3  ウズベキスタン ウズベク語 −  
4  タジキスタン タジク語 −  
5  トルクメニスタン トルクメン語 −  
作成：臼山利信 
 






















表 4 中央アジアの思想的基盤の中心 
 国 名 旧ソ連時代思想的基盤の中心 現在の思想的基盤の中心 
1  カザフスタン 社会主義 イスラム教（スンニー派） 
2  ウズベキスタン 社会主義 イスラム教（スンニー派） 
3  キルギス 社会主義 イスラム教（スンニー派） 
4  タジキスタン 社会主義 イスラム教（スンニー派） 
5  トルクメニスタン 社会主義 イスラム教（スンニー派） 
作成：臼山利信 
 







ロシア系住民の若者たちの苦悩は非常に深い．今もロシア系住民の人口流出は続いている 1 0 ． 
 









き取り調査（平成 2 1 年度−5 名（タシケント），平成 2 2 年度−7 名（タシケント），7 人（ビ
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仏語・独語  タジク語  
（ローカル言語）  
西語等  国内のマイノリティー言語  
（ローカル言語）  









シア語 1 2，③英語 1 3の３言語中心の言語教育を志向する新しい言語教育観，すなわち，
言語教育におけるグローカルパラダイムシフトの流れが確実に形成されている 1 4（図 2
を参照）． 
 
表 5 グローカル化する社会状況 
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 ソ連邦解体後 20 年以上経過し，中央アジア諸国の言語状況は，閉じたソヴィエト的ロ
ーカルパラダイムから開かれたグローカルパラダイム，すなわち，ローカルな秩序とグロ
ーバルな秩序の共存状態へと移行した．そのグローカル化した言語状況を反映し，①国家
語（基幹民族語），②ロシア語，③英語の３言語を中心とする新たな言語志向傾向が急速に
広がりつつある． 
 
 
